
町立湯沢病院の介護医療院への転換について
現 状：◆地域包括ケア病棟入院料１（４０床）

令和２年４月１日 一般病棟（ＤＰＣ）を地域包括ケア病棟へ転換

◆療養病棟： 介護療養型医療施設 （２６床）＜令和６年３月末に廃止決定＞
療養病棟入院基本料２（２４床）＜入院料２５％減算中＞

＜合計５０床＞

転換後の療養病棟➡介護医療院（Ⅱ型）＜医療機関併設型＞へ転換
病 床 数：５０床➡４０床
時 期：令和５年１２月１日＜冬の繁忙期前の 開設＞
部屋の変更：４人部屋×２→ ２人部屋×２

４人部屋×１→倉庫及び汚物室
１人部屋×２→ケアマネ室、家族相談室

資料３
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4．2 病床を５０床から４０床へ縮小する理由

〇 人口の減少
〇 申込者（待機者）の減少
〇 近隣の特養の回転が早い
〇 認知症を含め、より多くの「看護」・「介護」の必要な患者の増加

療養病棟１日平均入院患者数
令和元年度 ３９．６名

令和２年度 ３４．６名

令和３年度 ３５．４名

令和４年度 ３０．７名

令和5年度(4月～5月) ２６．１名

湯沢町の人口

令和２年３月末 ８，１３４名

令和３年３月末 ７，９７６名

令和４年３月末 ７，９６０名

令和５年３月末 ７，９３８名

令和５年５月末 ７，９１２名
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療養病棟職員数（５０床➡４０床）

令和４年度末 看護師１名 介護福祉士１名 定年退職

欠員補充はしない

令和５年度～ 療養病棟介護福祉士２名

地域包括ケア病棟の看護補助者として異動
看護補助体制充実加算（１日 1,650円）の取得及び安定化

転換後のイメージ ・間仕切りの設置が必要＜固定式＞

・カーテンの仕切りだけでは「×」

転換後（固定式の間仕切り）転換前(現状はカーテンのみ）
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